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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

１ 会議名 第１４次第２回長岡市廃棄物減量等推進審議会 

２ 開催日時 

 

令和７年２月１２日（水曜日） 

午前１０時から午前１１時２０分まで 

３ 開催場所 寿クリーンセンター２階会議室 

４ 出席者名 （委 員） 金澤会長、酒井副会長、阿部（浩）委員、畔上委員、佐藤

委員、小林（暁）委員、阿部（和）委員、西澤委員、関矢

委員、皆川委員、川﨑委員、丸山委員、韮澤委員、霜鳥委

員、金内委員 

（事務局） 佐山環境部長、里村環境政策課長、平澤環境施設課長、 

安達環境業務課長、児玉環境施設課課長補佐、数間環境施

設課課長補佐、本田環境業務課課長補佐、武士俣環境業務

課減量推進担当係長、佐藤環境業務課環境美化担当係長、

櫻井環境業務課主査、星野川口支所地域振興・市民生活課

主査 

５ 欠席者名 
（委 員）柿本委員、髙橋委員、小林（久）委員、山井委員、 

松永委員、清水委員、 

６ 議題 １ 議題 

（１）令和７年度長岡市一般廃棄物処理実施計画（案）について 
（２）令和７年度ごみ発生量と資源化量及びリサイクル率（案）に

ついて 
２ 報告事項 
（１）令和７年度ごみ収集計画（びん・缶・ペットボトル収集回数）

について 
（２）中山間地域における生ごみ排出状況について 

７ 審議結果の概要 ・令和７年度長岡市一般廃棄物処理実施計画（案）について承認さ

れた。 

・令和７年度ごみ発生量と資源化量及びリサイクル率（案）につい

て承認された。 

・令和７年度ごみ収集計画（びん・缶・ペットボトル収集回数）に

ついて報告した。 

・中山間地域における生ごみ排出状況について報告した。 

８ 審議の内容 
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環境部長 

 

環境業務課課長補佐 

 

 

 

環境業務課課長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

環境施設課課長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

環境業務課課長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

環境業務課課長 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

・あいさつ 

 

・新任委員紹介 

・資料確認 

 

 

（議題（１）「令和７年度長岡市一般廃棄物処理実施計画（案）」について、資

料１により説明） 

（議題（２）「令和７年度ごみ発生量と資源化量及びリサイクル率（案）」につ

いて、資料２により説明） 

 

 

小国最終処分場の汚泥等埋立量が計画では「０」となっていますが、昨年は

「２０」とありました。災害がなければ埋立てないとのことですが、計画で

あれば「０」は不思議です。 

 

 

以前は災害に関係しない側溝汚泥の一部を埋立てておりましたが、今は災害

が起きた際のみ埋立を行います。特に他の処分場に入れにくい混在している

ものや処理が難しいもの、本当は入れたくないけれども入れざるを得ない時

に活用します。基本的には入れない前提ですが、環境は整えておくというこ

とで「０」とさせていただいております。 

 

 

食生活改善推進委員では、食品ロスを出さない調理実習を研修の中でやって

いることを報告させていただきます。 

 

 

ありがとうございます。食品ロスに関しては、様々なやり方があると思いま

す。今年度は当課でも料理教室を実施しましたが、他部署でも同様の取り組

みを行っていますので、来年度は料理教室は他部署にお任せしたいと考えて

おります。 

 

 

昨年との変更点で越路地域の拠点回収の休止に「長岡まつり」が追加されて

おります。説明をお願いします。 

 

 

来年度は長岡まつり当日が土日となり、越路支所は臨時駐車場となるため休

止となります。 

 

 

そのほかありませんでしょうか。 

では、議題（１）「令和７年度長岡市一般廃棄物処理実施計画（案）」及び議題

（２）「令和７年度ごみ発生量と資源化量及びリサイクル率（案）」について

ご承認いただけますでしょうか。 

 

（拍手） 
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会長 

 

 

 

環境業務課課長 

 

 

環境業務課課長補佐 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

環境業務課課長 

 

 

 

会長 

 

 

環境業務課課長 

 

 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

 

 

環境業務課課長 

 

 

 

拍手多数ということで、議題は承認いただきました。次に報告事項に移りま

す。 

 

 

（報告事項（１）令和７年度ごみ収集計画（びん・缶・ペットボトル収集回

数）について 配布チラシにより説明） 

 

（報告事項（２）中山間地域における生ごみ排出状況について 投影画像に

より説明） 

 

 

夏場は畑や山林で処理をしても構いません。冬場はみかんや葉物野菜の皮な

ど大量に出ますが、雪に閉ざされてしまうので回収に来ていただかないと困

ります。 

 

 

私の地域も雪で閉ざされています。夏場は畑がある人はそこで処理できます

が、熊が出るようになり、生ごみとしてステーションに出す人が増えたと思

います。堆肥容器は、熊は大丈夫なのでしょうか。家の中で使用できるのな

ら良いと思いますが、現状のままでお願いしたいです。 

 

 

チラシ上段赤字「月４回」部分、「川口地域は出し方に変更はありません」

とありますが、見落としがちではないかと思います。字の色を変更するなど

した方が良い気がしました。 

 

 

こちらについては、修正が難しい状況ですので、地域ごとの支所だよりで周

知を行っていきます。 

 

 

別の方法で周知ということでよろしいでしょうか。 

 

 

はい。繰り返し行ってまいります。 

 

 

 

報告事項の話になりましたので、会長預かりについては、市から対策を含め

た報告を受け承認させていただきました。 

 

 

収集業者の負担を考えると、ごみがない時に行かなくてよい手立てがあると

良いと思いました。 

 

 

ステーションにごみがあるかわかると良いと思いますし、そうなっていくと

良いと思います。 
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会長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境業務課課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

センサーを付けなくても、もう少しアナログ的なやり方もあるかもしれませ

んね。このような意見が集まることで限られた資源を有効に使っていくこと

につながると思います。貴重なご意見ありがとうございます。 

 

 

環境美化推進の観点から要望です。町内のクリーン作戦は、一斉に行わず、

班ごとか個人となっています。個人で不法投棄を拾った場合は、自分で分別

し、自分のごみと一緒に捨てるよう指導を受けています。ごみ袋は番号を付

けて出すので、自分のごみは責任をもって出しますが、拾ってきたごみは

色々あり自分のごみの中に入れて、置いて行かれることを考えると皆さん手

を出さなくなります。 

環境袋のサイズは２種類ですが、小サイズの袋にまとめて出しても、もった

いないなと思います。もう少し小さいサイズの袋を作ってもらえないでしょ

うか。 

善意で行うことになりますので、皆がもっと拾って出そうという気持ちが起

こるようなことをもう少し考えていただくことはできませんか。 

他市では、税金で賄われて専属でごみを拾っている人がいるそうです。捨て

ればお金がかかるということを皆に知ってもらいたいです。 

スプレー缶を拾うこともありますが、全部自分でガス抜きして出すよう指導

を受けました。拾ってきた沢山のスプレー缶を自分で処理するのかと聞いた

ところ、そうしてくださいと言われました。悩み、自分の実家の更地になっ

ているところでガス抜きしましたが、土壌の色が変わってしまいましたの

で、二度とやりたくありません。 

不法投棄のものをどのように処理したらいいのかも考えてもらいたいです。

 

 

日頃からご協力いただきありがとうございます。クリーン作戦は地域によっ

てやり方は違って良いと思いますし、側溝の土砂は、ごみではないので通常

は市でも処理できないものですが、春と秋の２回は市が集めて処分をする機

会ですので、引き続きお願いしたいと思っております。 

美化袋の小さいサイズの要望は時々承っております。作成経費の面から新し

いサイズを増やすことが難しい状況ですが、今後どういったことができるか

検討したいと思います。 

不法投棄について、３月号市政だより同時配付の環境情報誌に掲載します。

縦割りで申し訳ありませんが、国・県・市が管理しているところがありま

す。特に大きなものを見つけたら、市にご連絡ください。小さいものが溜ま

ってしまったらステーションに美化袋に入れて出していただく方法もありま

す。 

スプレー缶については、申し訳ございませんでした。ガス抜きせずにステー

ションに出されると収集車の火災原因になりますので、避けていただきたい

です。ガスを抜くことが原則ですが、ガス抜きが怖くてできない人や拾った

ときは、お手数ですが環境業務課に持ってきていただければ、こちらで処理

をしたいと思います。今後、問合せがあれば市民の方に周知したいと思いま

す。申し訳ございませんでした。 

 

 

私は、他県出身で長岡に来た時、地域のコミュニティに頼ることが新鮮でし

た。以前住んでいた所は母数が多いので、行政がやってくれるという認識で

したが、長岡は防災やごみなど様々な事をコミュニティでやっています。地

域によってやり方は違いますので、そういった知見を集めて取り入れていく
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境業務課課長 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

と良いと思いますし、いろんな場で共有できたら良いと思います。 

先日、ＦＭながおかで委員のインタビューを聞きました。クリーン作戦を続

けていくメンタルの保ち方を教えてください。 

 

 

個人的に有志の仲間と毎月１日に長岡駅周辺のごみ拾いを１００回以上続け

ています。仕事柄興味があったのと、たまたまごみ拾いをしている仲間の中

に後輩がいたことがきっかけです。集めたごみを当社で処分することにした

ことが続けていくうえでのハードルを下げられたと参加者の方から言われて

います。気持ちの持ちようは、個人色々ありますが、毎日ではなく月１回だ

からできること、社員を朝早くから出社させてごみを回収させていますの

で、月１回くらいは早くからごみを拾ってもいいかなという軽い気持ちで

す。 

 

 

回数の面で、負担にならない限度を決める。誰かに会いたいからとか、参加

するきっかけみたいなのがあるといい。一人ではなく誰かとということがあ

るとハードルを下げられる。今、一人に聞いただけでこれだけのヒントがあ

りました。答えになっていませんが、一人でため込むのではなく、共有する

ことも大切だと思います。他にご意見ありますか。 

 

 

チラシですが、色遣いが多すぎて何を見ていいのかわかりません。できるだ

け、見せたいところがわかると良いと思います。１０色くらい使っていて色

が何を示すのかわかりにくいです。出し方が変わるところ「つぶす」「つぶ

さない」に下線を入れるなどわかるようにしてほしいです。作る人は全部わ

かっていますが、見る人は注意の黄色が目に入ります。品物にまで色を入れ

るとぱっと見はきれいですが、分散してしまい何を重点的に見てほしいの

か、変更点が何なのかわかりません。色遣いと大きさ、訴求力がバラバラに

なってしまうので、その辺に気を付けていただくと、作る側のチラシではな

く、見る側のチラシになると思います。 

料理教室を食生活改善推進員さんが頑張ってやっていますが、今回の計画案

から消えています。昨年度は記載がありましたが、今はフードドライブに特

化されてしまっています。料理教室を１行入れてあげた方が良かったと思い

ます。 

 

 

チラシについては、今後作成するときに注意したいと思います。また、実施

計画は、環境部のごみ処理に関する計画であり、来年度、環境部での料理教

室の予定はありませんので削除してあります。 

先程ごみ拾いのお話がありましたが、長年ごみ拾いをされている団体と個人

の方が秋季善行表彰という全国表彰を受けておられることを３月号の環境情

報誌で紹介させていただきますのでご覧ください。 

 

 

本学の卒業生もデザインの起業していますのでお声がけください。他に。 

 

 

町内に公園があり、公園清掃を毎月しております。草の収集を市役所にお願

いしておりますが、収集量が１回あたり軽トラック一杯～半分です。半分で
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環境業務課課長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

環境施設課課長 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

環境業務課課長補佐 

 

お願いした時、２か月まとめてくださいと言われました。腐るのでとても置

いておけないと話をしたところ、半分でも取りに来てもらえることになりま

した。その時、一杯だろうが半分だろうが業者にお願いする経費が変わらな

いということがわかりました。週１回ある枝葉のステーション収集時に一緒

に集めてもらえないかと聞いたところ、分野が違うと言われました。こうい

うことがあったことを知ってほしいです。 

 

 

今のお話ですが、出所が違うため、そのようなお話をさせていただいており

ます。いつもきれいにしていただきありがとうございます。 

 

 

ペットボトルなどのごみを袋に入れて捨てることに抵抗があります。以前は

スーパーでもらった袋に入れていましたが、レジ袋が有料になりごみを出す

ために袋を買っています。今回、アルミ缶とペットボトルをつぶせることで

体積が減り、今まで複数枚必要だった袋が１枚で済むので良かったと思いま

す。ペットボトルを入れていた袋は処分場で分別されてプラスチック容器包

装材として処理されているのでしょうか。 

 

 

プラスチック容器包装材を入れていただいた袋はリサイクルされますが、び

ん・缶・ペットボトルを入れていただいた袋は汚れがあり、破袋機という袋

を破く機械を通すことからそのまま寿クリーンセンターで焼却しておりま

す。 

 

 

ペットボトルや資源ごみをスーパーの店頭回収に出すとポイントが付くそう

ですので、そういった取り組みが進んで行くと良いと思います。 

そのほかございますでしょうか。 

では、本日予定していた議題と報告は以上となります。貴重なご意見ありが

とうございました。進行を事務局にお返しします。 

 

 

・ 閉会 

次回審議会は来年度改めて連絡 

 

９ 会議資料   別添のとおり 

 


